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2. 背景  
 時代の背景としては、1989 年（平成元年）に改訂された新学習指導要領の移行期間でした。新
学習指導要領では、新しい学力観、自己教育力、生活科の新設などが提言されています。特に、
自ら学ぶ意欲の育成と思考力、判断力、表現力など、社会の変化に主体的に対応できる能力の育
成が学力の捉え方として強調されています。新学習指導要領の全面実施を目前にし、新しい学力
観と授業の改善が求められた時代でした。 
 
3. 考察 
 松原氏が指摘するように、私たちの人生において分かっていることは、自分は今、生きている
ということ、いつかは死ぬということです。一回きりの人生をどう生きていくかを子どもたちに
教えることは実に重要なことだと思います。子どもたちはそれぞれ顔・形が違うように、一人ひ
とりが異なる存在です。そして、だれにでも「よさ」があります。「よさ」とは他と比較すると、
例え、劣るものであっても、その子の中にあって「キラリ」と光るものです。その子の長所、特
技、取り柄、持ち味、といったものです。子どもたちに、｢一生は一回、生命は一個、輝く生き方
をしよう！」というエールを送りたいと思います。 
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